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研究背景①研究背景①
 現在、船舶ではGPSを多⽤している。
 ⼀般的な航⾏には⾼精度な位置決定はそれほど必要と
されていない。

 だが、精密な航⾏を⾏う必要がある場合(浚渫や測量
等)は⾼精度な測位が必要となる。

 RTK測位は⾮常に⾼精度な位置測位が可能 (数cm RTK測位は⾮常に⾼精度な位置測位が可能。(数cm
オーダー)

 だが、基線⻑が⻑くなるにつれて測位率が低下すると
いう短所を持っている。

 海洋ではこれといった解決策がまだない。



研究背景②研究背景②

 短基線短基線：電離層･対流圏による遅延は無視できる。 短基線短基線：電離層 対流圏による遅延は無視できる。
 中基線中基線：対流圏遅延は無視できるが、電離層による遅延は
補正が必要となる。

 ⻑基線⻑基線：電離層･対流圏ともに遅延を補正する必要がある。



研究⽬的研究⽬的
 中中基線基線RTKRTK測位においての補正⽅法の基礎研究測位においての補正⽅法の基礎研究
海洋⼤と横浜までのデータで、補正できるか確認する
ことで、応⽤範囲を広げられるのでは。

 中基線中基線RTKRTK測位において、誤差を⽀配している測位において、誤差を⽀配している
要因の確認要因の確認
他にも対流圏遅延などが考えられる中で、中基線で⽀
配的と⾔われている電離層遅延の補正によりどこまで
精度が改善されるか。



RTK測位について①RTK測位について①
単独測位やDGPSでは電波のコ ドを使い単独測位やDGPSでは電波のコードを使い、
衛星との距離を測っている。

⼀⽅、RTKにおいては搬送波の位相に
よって距離を測定する。よって距離を測定する。

 GPSで使⽤されているL1帯の周波数は
1575 42MHzであるため ⼀波⻑は1575.42MHzであるため、 波⻑は
約19cm→その1/100程度の測距性能

つまり、波⻑を単位として距離に換算可能。



RTK測位について②RTK測位について②




RTK測位について③RTK測位について③
左図は航⾏時左図は航⾏時
の⾼度変化グ
ラフであるラフである。

このグラフかこのグラフか
らもRTK測位
が⾼精度であが⾼精度であ
ることが読み
取れ取れる。



実験概要①実験概要①
 補正元として 航⾏中の汐路丸において 補正元として、航⾏中の汐路丸において
勝どき桟橋から館⼭湾仮泊地まで測位した
デ タを使⽤データを使⽤。

 アンテナは汐路丸コンパスデッキ右舷側に
設置した。

 解析対象⽇時は2012年 解析対象⽇時は2012年
10⽉10⽇09:30〜12:30
(JST)となっている(JST)となっている。



実験概要②実験概要②
また 基準局としては本学越中島キ ンパス第 また、基準局としては本学越中島キャンパス第
4実験棟屋上にアンテナを設置した。
(以下｢海洋⼤｣と記す)

 さらに、補正のための電離層遅延を算出するた
め 国⼟地理院が運⽤している電⼦基準点｢横め、国⼟地理院が運⽤している電⼦基準点｢横
浜｣を利⽤した。(以下｢横浜｣と記す)

 海洋⼤、横浜の精密な位置は既知である。 海洋⼤、横浜の精密な位置は既知である。



実験概要③実験概要③



実験概要④実験概要④




実験概要⑤実験概要⑤




実験概要⑥実験概要⑥
開始

海洋大と汐路丸で測位海洋大と横浜で測位

補正量算出
汐路丸が

横浜沖航行
中か

YES

NO

測位結果に
補正量加算

結果出力

データの
末尾か

YES

NO

終了

YES



実験概要⑦実験概要⑦

 中基線のため、電離層遅
延量は概ね数cm程度であ延量は概ね数cm程度であ
る。



実験結果①実験結果①



実験結果②



結論①結論①
測位率は右下の表の通り 違いが顕著に測位率は右下の表の通り、違いが顕著に
現れた。

 30秒毎の補正量であっても、⼗分な
補正は可能。補正は可能。

また、補正後の測位状況から⾒ても、
誤差は電離層が⽀配的だということが誤差は電離層が⽀配的だということが
分かる。

測位率 補正なし 補正あり

全体
(3時間)

71.57％ 82.98％

補正部分
(40分)

33.84％ 81.26％



結論②結論②
基準局から他の船舶をこの実験での横浜基準局から他の船舶をこの実験での横浜
に⾒⽴てて電離層遅延量を求め、さらに
遠 複数 船舶 対 補遠い複数の船舶に対する補正量としても
使えるのではないか。

また 電離層遅延量を求めた状態でさらまた、電離層遅延量を求めた状態でさら
に沖のブイの⾼度変化を計測することで
津波等の早期探知も可能ではないかと考津波等の早期探知も可能ではないかと考
える。




